
目黒の歳時記：円融寺幼稚園児の芋ほり
　円融寺幼稚園では 35 年程前から園児年長組によるサツマイモ掘りを始めました。およそ 70 名がバス
に乗り、川越の農家でお昼までサツマイモ掘りを行い、大きなサツマイモが取れると「大きいのが取れ
たよーっ！」と歓声が上がります。昼食は、コスモスに囲まれた畑でみんなでお弁当を食べて収穫を祝
い、サツマイモは各自自宅に持ち帰ります。収穫の一部は幼稚園で預かり、芋ほりに行かれなかった園
児たちと一緒にふかして食べます。

目黒法人会は、目黒税務署管内の企業及び目黒法人会の事業に賛助する方々が会員となり、

“税”を中心に地域企業の健全な発展、地域社会への貢献を目的として活動しています。
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目黒区内中学生の作品    　　 税金で　一歩前進　笑顔の種 　　目黒区内中学生の作品    　　  納めよう　この国支える　税金を 　　

「税を考える週間」
テーマ：税の役割と税務署の仕事

税務署からのお知らせ

　「税を考える週間」とは、国民の皆様に、より能動的に税の仕組みや目的等を考えていただき、国
の基本となる税に対する理解を一層深めてもらうとともに、税務行政に対する理解及び納税道義の高
揚を図ることを目的として行っている広報・広聴週間です。
　本年度のテーマは「税の役割と税務署の仕事」であり、税の役割と国税庁の適正・公平な課税と徴
収のための取り組みを紹介するとともに皆様に税のあり方について考えていただき、税務行政に対す
る理解を深めていただくための各種行事を行います。

開催行事 開催日程 会場等 摘要
税務講演会
講師：目黒税務署　中林英夫署長
テーマ：「税の役割と税務署の仕事

（国税庁レポート 2014）」

11月４日㈫
午後６時～７時 目黒区総合庁舎大会議室

（上目黒 2 － 19 － 15）

出席ご希望の方は目黒法
人会にご連絡ください。
当日のご出席も歓迎いた
します。

利き酒会 午後７時～８時
納税表彰式 11月13日㈭ 目黒区総合庁舎大会議室 式典終了後祝賀会

東京税理士会目黒支部による
税の無料相談

11月17日㈪
午前11時～
午後４時

目黒区総合庁舎１階西口ロビー
（上目黒 2 － 19 － 15）
フレル・ウィズ自由が丘
（自由が丘１－６－９）
東京税理士会目黒支部
（中目黒５－ 28 － 17）

相談希望の方は当日会場
へお越しください。

税の作文・標語等の展示 11月11日㈫～
11月17日㈪

目黒税務署１階ロビー
（中目黒５－ 27 － 16）
目黒区総合庁舎１階西口ロビー

左記の期間ご自由にご覧
いただけます。

平成 26 年分 年末調整等説明会開催のお知らせ
　本年も、以下の日程で年末調整等説明会を開催します。是非ともご出席くださいますよう、よろし
くお願い致します。

開催日 開 催 時 間   説明会会場  対象地域 （※）

11月17日㈪
用紙配布 午後 1時00分 ～ 

1時30分 めぐろパーシモンホール
（ 大ホール ）

目黒区八雲 1-1-1

大岡山・柿の木坂・自由が丘・洗足・平町・
鷹番・中央町・中根・原町・東が丘・
碑文谷・緑が丘・南・目黒本町・八雲説 明 会 午後 1時30分 ～ 

4時00分

11月18日㈫
用紙配布 午後 1時00分 ～ 

1時30分 めぐろパーシモンホール
（ 大ホール ）

目黒区八雲 1-1-1

青葉台・大橋・上目黒・駒場・五本木・
下目黒・中町・中目黒・東山・三田・目黒・
祐天寺説 明 会 午後 1時30分 ～ 

4時00分
※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。
【問い合わせ先】
◎説明会及び用紙請求など、ご不明な点がございましたら、下記までお願いします。

１　説明会及び源泉所得税関係について
　　目黒税務署 源泉所得税担当　03-3711-6251 内線 322 ～ 324
２　用紙請求及び法定調書関係について
　　目黒税務署 管理運営部門  　03-3711-6251 内線 635・622・623
※自動音声案内にしたがって、説明会、用紙請求については「2」番（税務署）を選択してください。

なお、年末調整のしかたなど国税に関する一般的な相談については「1」番を選択し、電話相談
センターをご利用ください。

３　用紙請求（区役所関係）、給与支払報告書及び住民税特別徴収について
　 　　 目黒区役所 税務課 課税第三係　03-3715-1111 内線 2331 ～ 2334

会場の駐車場（有料）は限りがありますので、なるべく公共交通機関等をご利用ください。
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目黒税務署定期人事異動 ( 平成 26 年７月 10 日）
新 旧

官  職  名 氏    名 異動元 氏   名 異動先
署長 中林　英夫 税大・専門教育・主任教授 平川　良治 （退職）

（総務担当）副署長 齋藤　英男 富士・副署長 城森　和弘 庁・熊本派遣・監察官
（個人担当）副署長 𠮷田　賢一郎 税相・神田・指定相談官 村上　明雄 雪谷・資産・指定特官
（法人担当）副署長 阿部　俊夫 留任 阿部　俊夫 留任
特別調査官（法人） 山下　恭史 練馬西・副署長 安達　覚 岩見沢・署長
総務課長 友永　将之 局・総務・課長補佐 鈴木　芳彦 板橋・総務課長
特別調査官（法人） 若松　久則 川崎南・法人４・統括官 佐藤　三千男 （退職（再任用・渋谷・法人））
法人１統括官 平川　正男 厚木・法人１・統括官 後藤　昌彦 神田・法人１・統括官
法人２統括官 池森　信雄 蒲田・法人５・統括官 藤森　みわ子 （退職（再任用・新宿・法人））
法人３統括官 鈴木　宗利 留任 鈴木　宗利 留任
法人４統括官 西山　節子 留任 西山　節子 留任
法人５統括官 山本　晃二 小田原・法人２・統括官 上川路　亨 横浜中・特調情官・特調情官
法人６統括官 上野　綾子 大和・法人１・連絡調官 大木　章二 （退職（再任用・芝・法人））
情報技術専門官（法人） 安部　伸昭 留任 安部　伸昭 留任
審理専門官 青柳　和美 江戸川北・法人・審理専門官 富山　吉徳 局・課一・統括実官・審理専門官
法人連絡調整官 横山　正幸 留任 横山　正幸 留任
法人審理担当上席 財津　由美子 中野・法人 1・上席 野田　康弘 局・調４・調査官
源泉審理担当官 渥見　智臣 目黒・法人２・上席 種物谷　恵梨奈 局・課２・諸税・調査官
総務課長補佐 木下　貴司 留任 木下　貴司 留任
総務係長 平田　浩之 目黒・会計係長 佐藤　仁 局・調四・調査官
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所得税及び復興特別所得税・贈与税・個人消費税の 

申告書作成・提出会場は、 

  
となります。 

《所在地》 渋谷区東 1－2－20 

住友不動産渋谷ﾌｧｰｽﾄﾀﾜｰ 2 階 

渋 谷 駅：東口又は 15 番出口から 

徒歩 8 分 

表 参 道 駅：B1 出口又は B3 出口から 

徒歩 10 分 

   会場には駐車場及び駐輪場はございません。 

               【問合せ先】 目黒税務署 ℡03-3711-6251（代表） 

   確定申告会場は、来年以降、税務署内に設置されませんので、 

申告相談・申告書作成等を希望される方は、ベルサール渋谷ファ 

ースト会場をご利用ください。 

開設期間：平成 27 年 2 月 12 日（木）から 3 月 16 日（月） 

（土、日及び祝日は除きます。） 

B1 

B3 

東口 

新南口 

渋谷区役所 

渋谷警察署 

南青山 5 

渋谷 2 

並木橋 

渋谷郵便局 

渋谷クロスタワー 

15 

ヒカリエ 
 

※ 申告書作成・提出会場は、渋谷、世田谷、北沢 

及び玉川税務署と合同で開設します。 

26.9 
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東京都主税局ホームページ　http://www.tax.metro.tokyo.jp/

都税事務所だより

法人事業税・地方法人特別税・
都民税法人税割の税率の改正について

目黒区内中学生の作品    　　 税金の　ルールを守って　楽しい毎日 　　

都民税法人税割の税率の改正

　平成 26 年度税制改正により、法人事業税・地方法人特別税・都民税法人税割の
税率の改正が行われました。
　平成 26 年 10 月 1 日以後に開始する事業年度から適用されます。

詳細は、主税局ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせ下さい。
【お問い合わせ先】 所管都税事務所の法人事業税係
 主税局課税部法人課税指導課　　０３－５３８８－２９６３

主税局イメージキャラクター
タックス・タクちゃん

区分 法人の種類 所得等の区分

税率（％）

平成26 年10 月1 日以後に
開始する事業年度

平成20 年10 月1 日から
平成26 年9 月30 日までに

開始する事業年度

不均一課税適用法人
の税率（標準税率） 超過税率 不均一課税適用法人

の税率（標準税率） 超過税率

所 得・ 清 算 所 得※

を課税標準とする
法人

普通法人、公益法人
等、人格のない社団
等

所
得
割

軽
減
税
率

適
用
法
人

年400 万円以下の所得 3.4 3.65 2.7 2.95
年400 万円を超え
年800 万円以下の所得 5.1 5.465 4 4.365
年800 万円を超える所得 6.7 7.18 5.3 5.78軽減税率不適用法人

清算所得※ ― ― （5.3） 5.78

特別法人
〔法人税法別表三に
掲げる協同組合等（農
業協同組合、信用金
庫等）及び医療法人〕

所
得
割

軽
減
税
率

適
用
法
人

年400 万円以下の所得 3.4 3.65 2.7 2.95
年400 万円を超える所得 4.6 4.93 3.6 3.93軽減税率不適用法人

清算所得※ ― ― （3.6） 3.93
収入金額を課税標
準とする法人

電気・ガス供給業又
は保険業を行う法人 収入割 0.9 0.965 0.7 0.765

外形標準課税法人

地方税法第72条の2
第1項第1号イに規定
する法人
〔資本金の額（又は
出資金の額）が1億
円を超える普通法人
（特定目的会社、投
資法人、一般社団・
一般財団法人は除
く）〕

所
得
割

軽
減
税
率

適
用
法
人

年400 万円以下の所得 （2.2） 2.39 （1.5） 1.69
年400 万円を超え
年800 万円以下の所得 （3.2） 3.475 （2.2） 2.475
年800 万円を超える所得 （4.3） 4.66 （2.9） 3.26軽減税率不適用法人

清算所得※ ― ― （2.9） 3.26

付加価値割 ― 0.504 ― 0.504

基本割 ― 0.21 ― 0.21
※清算所得に対して課税されるのは、平成 22 年 9 月 30 日以前に解散した法人に限ります。平成 22 年 10 月 1 日以後に解散した法人は、
　所得金額に課税されます。
（注）（　）内の税率は、東京都での適用はありませんが、地方法人特別税の基準法人所得割額、基準法人収入割額の計算に用います。

課税標準 法人の種類
税率（％）

平成26 年10 月1 日以後に
開始する事業年度

平成20 年10 月1 日から
平成26 年9 月30 日までに

開始する事業年度

基準法人所得割額
外形標準課税法人以外の法人 43.2 81

外形標準課税法人 67.4 148
基準法人収入割額 43.2 81

地 方 法 人
特 別 税 の
税 率 改 正

◆平成 26 年 10 月 1 日以後に開始する事業年度から、地方法人税（国税）が創設される
ことに伴い、税率が引き下げられます。

区分

税率（％）
平成26 年10 月1 日以後に開始する事業年度 平成26 年9 月30 日までに開始する事業年度

不均一課税適用法人の税率
（標準税率） 超過税率 不均一課税適用法人の税率

（標準税率） 超過税率

23 区内に事務所等がある場合
12.9 16.3 17.3 20.7

（道府県民税相当分 3.2+
市町村民税相当分 9.7）

（道府県民税相当分 4.2+
市町村民税相当分 12.1）

（道府県民税相当分 5+
市町村民税相当分 12.3）

（道府県民税相当分 6+
市町村民税相当分 14.7）

市町村に事務所等がある場合 3.2 4.2 5 6
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目
黒
区
立
保
育
園
の
人
気
給
食
を
ご
家
庭
で
☆

食
育
レ
シ
ピ
本
「
家
庭
で
味
わ
う
保
育
園
給
食
の
す
す
め
」
を
発
行
し
ま
し
た

　
　
問
…
目
黒
区
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係　

電
話 

０
３
（
５
７
２
２
）
９
５
８
６

　

目
黒
区
で
は
、
食
育
の
推
進
と
生
活
習

慣
病
の
予
防
な
ど
、
食
を
通
じ
た
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
成
長
期
の
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
に
対
し
、
食
育
の

推
進
と
健
康
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
食
育
レ
シ
ピ
本
「
家
庭
で
味
わ
う

保
育
園
給
食
の
す
す
め
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

 

保
育
園
給
食
を
大
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ

　
「
栄
養
士
や
調
理
師
た
ち
が
培
っ
て
き

た
知
恵
と
工
夫
が
詰
ま
っ
た
レ
シ
ピ
を
、

よ
り
よ
い
食
生
活
を
営
む
ツ
ー
ル
と
し

て
、
す
べ
て
の
世
代
の
方
に
活
用
し
て
ほ

し
い
。」
そ
ん
な
想
い
で
家
庭
で
使
い
や

す
い
よ
う
、
大
人
向
け
に
目
黒
区
立
保
育

園
の
給
食
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
一
冊
で
す
。

 

生
活
習
慣
病
予
防
・
健
康
づ
く
り
に

　

保
育
園
の
給
食
は
、
薄
味
で
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
、
子
ど
も
の
噛
む
力
に
合
わ

せ
て
食
べ
や
す
く
調
理
さ
れ
て
い
る
た

め
、
す
べ
て
の
世
代
の
方
に
食
べ
や
す

く
、
よ
り
よ
い
食
生
活
を
営
む
た
め
の
食

の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
食
材
そ
の
も
の
の
味
を
生
か
し

た
料
理
は
、
砂
糖
・
塩
・
酢
・
し
ょ
う
ゆ
・

味
噌
を
基
本
に
、
身
近
に
あ
る
食
材
と
調

味
料
で
手
軽
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
育
園
の
給
食
と
い
う
と
、
子
ど
も
向

け
の
料
理
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、

高
野
豆
腐
や
切
り
干
し
大
根
な
ど
、
乾
物

を
使
っ
た
料
理
も
あ
り
、
和
食
を
中
心
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

使
い
易
い
工
夫
が
い
っ
ぱ
い

　

冊
子
は
台
所
に
置
き
や
す
い
Ａ
５
サ

イ
ズ
（
60
ペ
ー
ジ
表
紙
含
む
）。
子
ど
も

達
に
好
評
で
家
庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る

料
理
を
中
心
に
、
全
44
品
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

料
理
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
献
立

を
組
み
立
て
や
す
い
よ
う
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
・
汁
物
に
分
け
て
掲
載
。
季
節
毎
の

献
立
組
み
合
せ
例
（
６
０
０
㎉
前
後
、
塩

分
３
ｇ
以
下
）
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
シ
ピ
は
全
て
大
人
２
人
分
で

表
記
し
、
単
身
世
帯
の
方
で
も
作
り
や
す

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
調
理
の

ポ
イ
ン
ト
や
ア
レ
ン
ジ
等
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、
カ
ロ
リ
ー
や

塩
分
な
ど
の
栄
養
価
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

 

薄
味
で
も
お
い
し
か
っ
た
！

　

こ
の
本
を
購
入
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
料
理
は
苦
手
で
す
が
、
お
い
し
く
作
れ

ま
し
た
。」、「
苦
手
な
食
材
を
、
お
い
し

い
と
い
っ
て
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。」、

「
自
分
の
料
理
の
味
が
濃
い
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
購
入
し
た
方
が
友

達
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
追
加
購
入

さ
れ
る
な
ど
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

定
価
２
０
０
円（
税
込
み
）で
発
売
中

・
総
合
庁
舎　

１
階
区
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

３
階
健
康
推
進
課

・
碑
文
谷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
区
内
体
育
館

・
区
内
一
部
書
店
（
８
箇
所
）

区
役
所
だ
よ
り

目黒区内中学生の作品    　　 税金を　使って笑顔　復興だ 　　目黒区内中学生の作品    　　 僕たちが　税のバトンを　引き継ぐぞ 　　
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第
12
支
部
は
目
黒
区

の
南
西
に
位
置
し
自
由

が
丘
を
中
心
と
し
た
商

業
地
域
と
言
え
ま
す
。

そ
の
周
辺
を
落
ち
着
い

た
住
宅
街
が
取
り
囲

み
、
良
い
街
並
み
、
環

境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

住
所
で
は
自
由
が
丘
１

丁
目
、
２
丁
目
、
３
丁

目
に
な
り
ま
す
。

　

街
路
樹
を
取
り
巻
く

お
し
ゃ
れ
な
店
が
多

く
、
名
前
が
示
す
よ
う

に
自
由
な
雰
囲
気
の
、

歩
い
て
楽
し
い
街
で
す
。
住
み
た
い
ま

ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
の
も
商
店
街
の
先
進
性
と

親
切
な
応
待
が
あ
る
か
ら
と
思
い
ま
す
。

平
成
18
年
に
は
自
由
が
丘
駅
が
九
品
仏
駅

（
旧
駅
名
）
か
ら
現
在
の
駅
名
（
当
時
の

表
記
は
「
自
由
ヶ
丘
」
）
に
改
称
し
て
77

周
年
を
記
念
し
た
催
し
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

東
急
東
横
線
と
東
急
大

井
町
線
の
結
節
点
で
あ

り
、
自
由
が
丘
を
盛
り
上

げ
る
年
間
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
１
月

に
８
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る
地
元
の
氏
神
様
、

熊
野
神
社
の
年
初
を
飾
る

歳
旦
祭
、
目
黒
区
の
無
形

文
化
財
「
目
黒
ば
や
し
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
２
月
に
は
熊
野
神
社

境
内
で
節
分
祭
が
実
施
さ

れ
、
年
男
年
女
が
撒
く
景

品
引
換
券
入
り
の
福
豆
も

楽
し
み
で
す
。

　

４
月
は
第
１
土
・
日
曜
日
に
自
由
が
丘

の
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
花
と
音
楽
の
祭

典
、
「
桜
ま
つ
り
」
が
自
由
が
丘
駅
南
口

を
通
る
「
九
品
仏
川
緑
道
」
の
満
開
の
桜

の
も
と
で
開
か
れ
ま
す
。
５
月
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
ス
イ
ー
ツ
の
街
と
し

て
知
ら
れ
る
自
由
が
丘
な
ら
で
は
の
イ
ベ

ン
ト
が
駅
前
広
場
を
中
心
に
街
ぐ
る
み
で

行
わ
れ
、
駅
南
口
の
「
マ

リ
ク
レ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
」
「
九
品
仏
川
緑
道
」

を
中
心
に
飲
食
、
ワ
イ
ン

ブ
ー
ス
、
雑
貨
を
中
心
の

ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
ラ
イ
ブ
や
ス

ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
等
が
開
か
れ
ま
す
。
８

月
は
自
由
が
丘
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
広
場
で
４
日
間
に

わ
た
り
浴
衣
姿
の
老
若
男
女
が
盆
踊
り
に

興
じ
ま
す
。
９
月
初
め
に
は
熊
野
神
社
例

大
祭
が
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
２
日
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
、
宮
神
輿
、
女
神
神
輿
、

国
際
親
善
神
輿
、
子
供
神
輿
の
連
合
渡
御

は
圧
巻
で
す
。
10
月
は
自
由
が
丘
最
大
の

女
神
ま
つ
り
が
街
全
体
で
行
わ
れ
ま
す
。

駅
前
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
有
名
な

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
子
供

に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
を
楽
し
め
る

フ
ー
ド
ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
街
中
が
祭

り
一
色
に
彩
ら
れ
ま
す
。

　

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
駅
前

広
場
を
彩
る
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
自
由
が

丘
を
明
る
く
照
ら
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
、
ゴ

ス
ペ
ル
の
ラ
イ
ブ
は
１
年
の

締
め
く
く
り
に
相
応
し
く
、

こ
う
し
た
数
々
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
お
客
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
工
夫
を
街
ぐ
る
み
で
築
い
て

お
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
は
国
土
交
通
省
の
都
市

景
観
大
賞
都
市
空
間
部
門
大
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
由
が
丘
ス
ピ

リ
ッ
ツ
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
災
害
に

強
い
街
づ
く
り
、
緑
豊
か
な
環
境
整
備
な

ど
、
引
き
続
き
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
尽

力
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

良
き
経
営
者
の
集
団
と
し
て
第
12
支
部

は
岡
村
支
部
長
を
中
心
と
し
て
税
務
研
修

セ
ミ
ナ
ー
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を

通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
を
深
め

て
お
り
ま
す
。
第
12
支
部
の
役
割
は
、
街

作
り
に
協
力
し
、
街
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
こ
と
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑽

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
考
文
献
・
自
由
が
丘
商
店
街
振
興
組
合
50
周
年
記
念
誌

第
12
支
部
の
地
域
と
活
動

㈱
好
来
堂　

代
表
取
締
役

加
賀
見
悌
三

目黒区内中学生の作品    　　 僕たちが　税のバトンを　引き継ぐぞ 　　

熊野神社

自由の女神像
『蒼穹（あおぞら）』
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法
人
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
周
り
で
も

「
事
業
承
継
」
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
合
い

が
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
不
安
に
駆
ら
れ
て

い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
本
稿
は
、
こ

れ
か
ら
「
事
業
承
継
」
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
方
に
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
行
け
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
数
回
に
分
け
出
来
る
だ
け
わ
か
り
易

く
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今
回
は
、

所
謂
「
事
業
承
継
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の

全
体
像
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

■
事
業
承
継
と
は
何
か

 　

一
般
的
な
用
語
と
し
て
の
「
事
業
承

継
」
と
は
「
経
営
権
を
次
世
代
に
移
譲
す

る
こ
と
」
で
す
が
、
企
業
オ
ー
ナ
ー
（
社

長
又
は
会
長
等
）
の
下
に
「
所
有
と
経

営
」
が
一
体
化
し
て
い
る
中
小
企
業
の
場

合
に
は
少
し
複
雑
な
要
素
が
加
わ
り
ま

す
。

左
頁
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
企
業
は
、
法
人
組
織
で
あ
っ
て
、
解
散

等
し
な
い
限
り
永
続
性
が
あ
り
ま
す
。

②
一
方
、
経
営
者
に
は
時
間
的
な
制
限
が

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
い
つ
か
は
社

長
の
座
（
経
営
権
）
を
誰
か
に
継
い
で

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
新
た
な
経
営
者
の
も
と
で
更
な
る

発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
社
長
と
し
て
腕
を
振
る
う
た
め
に
は
、

そ
の
裏
付
け
が
必
要
で
す
。
一
方
で
は

類
稀
な
経
営
能
力
あ
る
い
は
カ
リ
ス

マ
性
に
よ
り
ま
す
が
、
法
律
的
に
見
れ

ば
株
主
権
（
持
ち
株
数
）
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
ま
す
。
（
過
日
の
Ｔ
Ｖ
番
組

で
、
株
主
が
結
託
し
て
社
長
を
追
い
落

と
そ
う
と
し
ま
し
た
ね
。
）

④
多
く
の
場
合
、
中
小
企
業
で
は
、
そ
の

株
式
（
以
下
「
自
社
株
」
と
言
い
ま

す
。
）
の
全
て
又
は
大
部
分
を
企
業

オ
ー
ナ
ー
（
家
）
が
保
有
し
て
い
ま

す
。

⑤
で
す
か
ら
、
後
継
者
に
社
長
の
座
（
経

営
権
）
を
譲
る
と
と
も
に
、
保
有
す
る

自
社
株
を
譲
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

⑥
と
こ
ろ
で
自
社
株
は
、
会
社
の
純
資
産

が
化
体
（
カ
タ
イ
：
有
価
証
券
法
に

お
い
て
権
利
を
証
券
上
に
表
す
こ
と
）

し
て
一
定
の
価
値
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
一
般
に
優
良
事
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
そ
の
価
値
は
高
く
な
り
ま
す
。
）
そ

し
て
、
こ
れ
を
譲
渡
す
れ
ば
買
い
取
り

資
金
が
、
贈
与
す
れ
ば
納
税
資
金
が
、

必
要
と
な
り
ま
す
。

⑦
も
し
、
事
業
承
継
が
相
続
と
し
て
行
な

わ
れ
る
と
、
経
営
権
の
移
譲
と
と
も

に
、
自
社
株
を
含
む
オ
ー
ナ
ー
の
相
続

財
産
の
相
続
問
題
を
合
わ
せ
て
解
決

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
流
れ
を
通
覧
す
る
と
、
「
事
業

承
継
」
を
成
し
遂
げ
る
上
で
幾
つ
か
の
課

題
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
順
に

見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
課
題
１　

承
継
者
の
決
定

　

中
小
企
業
白
書
に
よ
る
と
、
後
継
者
不

在
で
廃
業
す
る
企
業
が
年
々
７
万
社
と
い

う
こ
と
で
す
。
経
営
者
に
と
っ
て
は
も
と

よ
り
、
従
業
員
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
も

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。
諸
事
情
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
ま
ず
は
家
族
（
親
族
）
へ
の

承
継
が
出
来
な
い
か
を
考
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
選
択
肢
と
し
て
は
、
役
員
、
従

業
員
へ
の
移
譲
や
第
三
者
へ
の
売
却
（
Ｍ

＆
Ａ
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
次
善
の
策

と
し
て
号
を
か
え
て
ご
説
明
し
ま
す
。

■
課
題
２

後
継
者
が
腕
を
振
る
え
る
環
境
の
整
備

　

例
え
ば
長
男
に
経
営
権
を
移
譲
す
る
と

し
た
場
合
、
現
職
社
長
で
あ
る
皆
さ
ん
は

何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
移
譲
の
時
期
を
何
年
後
に
置
く

か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
い
き
な
り

社
長
を
や
れ
と
言
わ
れ
て
も
ま
ず
無
理
で

し
ょ
う
。
目
標
年
に
向
か
っ
て
長
男
の
社

長
見
習
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
そ
の
内
容
・
進
め
方
は
個
々

の
状
況
に
応
じ
て
様
々
で
す
。
ま
た
、
目

標
年
に
向
か
っ
て
会
社
内
部
や
銀
行
等
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
と
協
力
を
取

り
付
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
い
つ
、
社
長
交
代
を
公
表
す
る
か
は

大
事
な
点
な
の
で
、
別
途
の
判
断
を
要
し

ま
す
。
）

　

そ
し
て
、
移
譲
前
後
の
複
数
年
に
わ
た

る
会
社
の
経
営
戦
略
・
戦
術
を
定
め
ま

す
。
経
営
者
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

会
社
の
弱
み
が
現
出
し
な
い
よ
う
、
ま

た
、
移
譲
後
に
於
い
て
も
一
層
の
発
展
が

期
せ
る
よ
う
、
現
状
を
見
据
え
、
ま
た
将

来
に
向
か
っ
て
必
要
な
手
を
打
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
工

シ
リ
ー
ズ　
よ
く
わ
か
る
事
業
承
継　
第
１
話

企
業
オ
ー
ナ
ー
の
事
業
と

財
産
の
継
承 

　 

事
業
承
継
概
観

税
理
士
法
人 

み
ら
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

　
　

代
表
社
員　

松　

本　

敏　

朗
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程
表
に
落
と
し
込
み
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

留
意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
後
継
者
以

外
の
兄
弟
等
へ
の
配
慮
で
す
。
兄
弟
と
い

え
ど
も
人
生
に
お
い
て
は
ラ
イ
バ
ル
。
無

用
な
対
立
を
招
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

■
課
題
３　

自
社
株
の
移
譲
に
伴
う
資
金
の
手
当
て

（
納
税
資
金
を
含
む
）

　

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
社
株
の
全

て
（
少
な
く
と
も
重
要
事
項
の
決
定
権
を

有
す
る
三
分
の
二
）
を
後
継
者
に
集
約
す

る
こ
と
と
す
る
と
、
そ
の
た
め
の
資
金

（
納
税
資
金
含
む
）
を
手
当
て
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

自
社
株
の
評
価
は
難
し
い
問
題
で
す

（
本
稿
で
は
、
非
上
場
、
非
公
開
の
自
社

株
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
）
。
単
純
に

「
会
社
の
純
資
産
額
で
計
算
す
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
」
と
は
い
き
ま
せ
ん
。
課
税
対
象

と
も
な
る
の
で
、
税
法
が
予
定
す
る
評
価

の
仕
方
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
特
に
家
族
間
の
譲
渡
、
贈
与
の

場
合
に
は
、
高
め
の
評
価
に
な
り
、
そ
の

額
も
嵩
ん
で
く
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
自
社
株
の
評
価
を
下

げ
る
こ
と
が
事
業
承
継
の
最
大
の
課
題
」

と
喧
伝
す
る
向
き
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
例
え
ば
会
社
の
現
金
資
産
を
不
動
産

に
か
え
て
資
産
の
評
価
価
値
を
下
げ
、
つ

い
て
は
株
の
価
格
（
評
価
）
を
下
げ
る
と

い
う
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
無
用

の
不
動
産
を
抱
え
込
め
ば
経
営
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
で
し
ょ
う
。
殊
更
の
細
工
は
課

税
当
局
に
「
租
税
回
避
で
は
な
い
か
」
と

の
疑
念
を
抱
か
せ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
高
額
の
承
継
と
な
る

の
で
、
法
令
の
許
す
節
税
策
を
講
じ
る
こ

と
は
必
要
で
す
。
や
や
複
雑
な
問
題
な
の

で
、
稿
を
改
め
て
詳
し
く
説
明
す
る
予
定

で
す
。

　　

事
業
承
継
の
全
体
像
を
ご
く
大
ま
か
に

説
明
し
ま
し
た
。
か
な
り
面
倒
そ
う
だ
な

と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
る

程
度
時
間
を
か
け
て
、
ま
た
専
門
家
の
知

識
を
参
考
に
、
ご
自
身
で
納
得
し
な
が
ら

進
め
て
い
け
ば
、
き
っ
と
い
い
結
果
が

待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
人
会
事

務
局
あ
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業 （法人としての独立性と永続性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人（相続）財産 

企  業 

オーナー 

 

社長の座 

（経営権） 

 

社長の座 

（経営権） 

 

株   式 

（自社株式） 

事業用資産 

その他の 

財産 

家族（相続人） 

事業承継者 

オーナーの２大テーマ 

❶自らが作り上げた会

社をどう次代に繋ぐか 

❷自らの財産をどう家

族に繋ぐか 

①家族（親族）

②役員・社員 

③第３者  等 贈与、譲渡    

      等 

■事業承継イメージ図 

事業承継まで

の工程表 

成長戦略 

松  本  敏  朗
【著者プロフィール】
昭和49年国税庁入庁。
東京国税局調査部調査官、島根県・益田税務署長、
広島国税局調査査察部長、国税庁審理室長、同調
査課長等を経験し、高松国税局長を最後に退官。
（一社）東京法人会連合会・専務理事、（公財）全国
法人会総連合の専務理事を経て、税理士法人みら
いコンサルティングに入社。
平成24年10月に代表社員に就任。現在に至る。
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先
日
、
認
知
症
の
母
親
を
、
一
人
で
介

護
し
て
い
る
息
子
さ
ん
が
施
設
の
見
学

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
御
自
身
で
身
仕

度
や
身
の
周
り
の
事
は
な
さ
っ
て
お
ら

れ
る
よ
う
で
し
た
が
、
夜
間
の
徘
徊
や
、

妄
想
等
の
症
状
に
対
応
し
き
れ
ず
、
御
本

人
に
あ
っ
た
良
い
施
設
は
な
い
も
の
か
、

と
見
学
に
来
ら
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

現
在
、
特
養
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

は
全
国
に
８
千
か
所
あ
り
、
約
51
万
人
の

方
が
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
待

機
者
は
ま
だ
52
万
人
、
４
年
前
よ
り
10
万

人
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
特
養
建
設
は
、
自
治
体
の
財

政
難
の
上
に
、
土
地
の
確
保
も
都
内
で

は
ま
ず
不
可
能
に
近
く
、
受
け
皿
整
備

は
極
め
て
む
ず
か
し
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
上
た
と
え
新
た
に
特
養
が
建
設
さ

れ
た
と
し
て
も
介
護
す
る
職
員
の
不
足

は
極
め
て
深
刻
で
、
看
護
師
・
保
育
士
不

足
と
同
様
、
充
分
な
人
材
を
確
保
す
る

事
の
む
ず
か
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
介
護
施
設
等
で

働
く
職
員
の
給
料
・
賃
金
の
低
さ
で
す
。

全
産
業
の
平
均
と
比
べ
約
９
万
円
低
い

と
の
調
査
結
果
を
み
て
も
、
人
材
確
保

の
た
め
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
介
護
職
の
給
料
は
、

各
施
設
・
事
業
所
の
一
ヶ
月
間
の
出
来

高
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
る
介
護
報
酬
の

中
か
ら
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
民
が

40
歳
か
ら
支
払
う
介
護
保
険
料
や
利
用

料
、
税
金
等
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
り
、

国
民
の
負
担
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
時
点
で
の
国
民
の
負
担
増
は
考
え
に

く
く
介
護
職
の
処
遇
改
善
は
現
実
的
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
せ
め
て
、
消
費
税

ア
ッ
プ
分
を
福
祉
分
野
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人
「
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
」
の
調
査
で
は
、
２
０
１
２
年
度
の

介
護
職
員
の
離
職
率
は
前
年
比
０
・
９

ポ
イ
ン
ト
増
の
17
％
。
全
産
業
平
均
の

14
・
８
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

夜
勤
や
不
規
則
な
勤
務
時
間
、
認
知
症
や

高
齢
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
に
く
さ
等
、
か
な
り
体
力
・
知
識
・

技
術
の
い
る
き
つ
い
仕
事
で
あ
る
事
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
誰
も

が
介
護
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
か
ら
是
非
、
自
分
の
事
と
し
て
考
え
、

介
護
現
場
へ
目
を
む
け
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

６
月
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
「
地
域

医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
に
よ

れ
ば
、
特
養
の
新
入
所
者
を
原
則
要
介

護
３
～
５
度
の
人
に
限
る
事
に
な
り
ま

し
た
が
、
す
で
に
入
所
者
に
し
め
る
要

介
護
４
度
・
５
度
の
割
合
で
報
酬
に
加

算
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
目

黒
区
で
は
、
数
年
前
か
ら
緊
急
度
の
高

い
人
か
ら
入
所
者
名
簿
の
作
成
が
は
じ

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
介
護
度
４
度
・

５
度
の
方
は
体
調
が
安
定
し
て
い
て
も
、

在
宅
介
護
が
不
可
能
な
方
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
の
必
要
性
が

極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
介
護
職
員
の
こ
れ
ま
で
の

仕
事
に
加
え
、
医
療
行
為
で
あ
る
痰
の

吸
引
や
、
胃
瘻
の
準
備
等
も
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

介
護
職
の
役
割
、
仕
事
が
人
の
命
に
か

か
わ
る
医
療
行
為
を
含
む
責
任
の
重
い

内
容
に
大
き
く
変
わ
り
、
賃
金
・
給
料

は
変
わ
ら
ず
低
い
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、

ま
す
ま
す
、
こ
の
職
場
を
希
望
す
る
若

い
方
々
の
入
職
は
減
る
ば
か
り
で
す
。

更
に
、
経
済
の
動
向
に
左
右
さ
れ
、
景

気
が
良
く
な
る
と
介
護
職
は
減
り
ま
す

の
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ど
う
働
く
の
か

も
大
問
題
で
す
。
２
０
０
０
年
に
「
介

護
の
社
会
化
」
を
基
本
に
介
護
保
険
制

度
が
誕
生
し
て
14
年
に
な
り
ま
す
。
制

度
の
大
巾
見
な
お
し
が
進
み
、
い
よ
い

よ
２
０
１
５
年
４
月
に
実
施
と
な
り
ま

す
が
、
施
設
介
護
か
ら
、
在
宅
介
護
へ

シ
フ
ト
し
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
、
「
介

護
は
社
会
全
体
で
支
え
る
」
と
い
う
こ

の
制
度
の
基
本
的
理
念
が
今
後
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
、
家
族
や
親
族
の
介
護
を

す
る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
総
務
省
の

調
査
で
は
、
家
族
の
介
護
の
た
め
に
仕

事
を
や
め
る
介
護
離
職
者
は
、
こ
こ
５

年
間
平
均
で
年
間
約
10
万
人
に
達
し
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
10
年
後
に
は
30
万
人
を
超
え
る
可
能

性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
企
業
は
介

護
休
業
期
間
を
延
長
し
た
り
、
介
護
費

用
負
担
や
支
援
等
の
対
応
が
と
れ
て
も
、

経
営
の
厳
し
い
中
小
零
細
企
業
に
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ど
の
企
業
に
と
っ
て
も
40
代
・
50
代
の

中
核
社
員
を
失
う
事
は
大
き
な
損
失
で

す
。
介
護
離
職
を
せ
ず
に
す
む
対
策
こ
そ

各
企
業
に
と
っ
て
早
急
に
取
り
組
む
べ

き
重
要
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

介
護
現
場
を
支
え
る
職
員
が
誇
り
を
持

ち
希
望
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
制

度
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
時
で
あ
る

事
を
痛
感
し
、
国
民
の
皆
様
の
叡
智
と
お

力
の
結
果
を
心
か
ら
切
望
い
た
し
ま
す
。

『
認
知
症
』
⑵
社
会
福
祉
法
人
清
徳
会

医
学
博
士　

松　

井　

ひ
ろ
み

健
康
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マ
レ
ー
シ
ア
は
日
本
か
ら
飛
行
機
で
７

時
間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
の

国
で
、
東
京
で
お
会
い
し
た
多
く
の
人
が

休
暇
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
は
マ
レ
ー
半
島
に
あ
る
西

部
と
ボ
ル
ネ
オ
島
に
あ
る
東
部
に
別
れ
、

全
部
で
13
の
州
が
あ
り
、
立
憲
君
主
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。

人
口
と
宗
教

　

人
口
は
約
３
千
万
人
で
、
人
口
の
50
％

が
マ
レ
ー
系
、
24
％
が
中
国
系
、
イ
ン
ド

系
が
７
％
で
、
11
％
の
先
住
民
は
64
の
民

族
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
レ
ー
人
の
起
源
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

島
で
す
。
中
国
人
は
も
と
も
と
マ
ラ
ヤ

（
昔
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
地
域
名
）
の
す
ず

の
鉱
山
開
発
の
た
め
に
移
住
し
た
人
々
で

す
。
初
期
の
イ
ン
ド
人
は
主
に
商
人
た
ち

で
し
た
が
、
後
の
英
国
植
民
地
の
時
代

に
、
多
く
の
イ
ン
ド
人
が
ゴ
ム
農
園
等
で

働
く
た
め
に
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
３
つ
の
民
族
は
後
に
協
力
し
合
い
イ

ギ
リ
ス
か
ら
独
立
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
公
式
な
宗
教
は
イ
ス
ラ

ム
教
で
す
。
憲
法
で
信
教
の
自
由
を
保
証

し
て
い
ま
す
が
、
マ
レ
ー
人
は
法
律
に
よ

り
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
他
に
は
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
、
道
教
他
が
あ
り
ま
す
。
中
国
人

は
殆
ど
が
仏
教
徒
で
、
イ
ン
ド
人
は
ヒ
ン

ズ
ー
教
徒
で
す
。

言
語

　

公
用
語
は
マ
レ
ー
語
で
す
が
、
英
語
も

広
く
公
式
に
使
わ
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

民
族
が
い
る
た
め
、
使
わ
れ
る
言
語
も
い

ろ
い
ろ
で
す
。
タ
ミ
ー
ル
語
、
標
準
中
国

語
、
広
東
語
、
客
家
語
、
福
建
語
も
普
通

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
５
か
国
語
を
話
せ

る
人
は
そ
れ
ほ
ど
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

属
す
る
民
族
や
居
住
地
や
職
業
の
関
係

で
、
２
つ
以
上
の
言
語
を
話
す
必
要
が
生

じ
ま
す
。
い
く
つ
も
の
言
語
を
ま
ぜ
て
話

す
こ
と
も
よ
く
あ
り
、
多
く
の
人
が
「
色

と
り
ど
り
」
な
言
語
を
話
す
こ
と
が
マ

レ
ー
シ
ア
の
国
民
性
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

食
べ
物

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
よ
い
と
こ
ろ
は
何
で
す

か
と
た
ず
ね
ら
れ
る
と
、
例
外
な
く
食
べ

物
だ
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
あ
ら
ゆ
る
民

族
の
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。
主
食
は
日
本

と
同
じ
よ
う
に
米
と
麺
で
す
。

　

ナ
シ
・
レ
マ
を
国
民

食
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
マ
レ
ー
語
で
米

と
脂
の
意
味
で
す
。
米

を
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク

（
油
脂
）
で
調
理
し
た

も
の
で
こ
う
呼
ば
れ
ま

す
が
良
い
香
り
が
し
ま
す
。
サ
ン
バ
ル
と

い
う
チ
リ
ソ
ー
ス
、
ゆ
で
卵
、
ア
ン
チ
ョ

ビ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
胡
瓜
と
一
緒
に
食
べ

ま
す
。
ま
た
好
み
に
よ
り
カ
レ
ー
や
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
と
食
べ
ま
す
。

　

わ
た
し
は
ド
リ
ア
ン
が
大
好
き
で
す
。

棘
の
あ
る
果
皮
と
強
く
刺
激
的
な
臭
い
で

果
物
の
王
様
と
言
わ
れ
ま
す
。
果
肉
は
黄

色
で
柔
ら
か
く
ク
リ
ー
ミ
ー
で
す
。
あ
る

科
学
者
が
遺
伝
子
操
作
を
し
て
臭
い
の
な

い
ド
リ
ア
ン
を
作
っ
た
と
い
う
文
章
を
読

ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ド
リ

ア
ン
へ
の
冒
涜
だ
と
思
い
ま
す
。
種
類
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ム
サ
ン
・
キ
ン

グ
が
最
良
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
香
り
が

特
徴
で
、
１
kg
の
も
の
で
千
円
く
ら
い
で

す
。

　

カ
レ
ー
も
民
族
同
様
に
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
個
人
的
に
は
緑
色
の
マ
レ
ー
・

コ
ル
マ
・
カ
レ
ー
と
イ
ン
ド
風
の
羊
肉
の

カ
レ
ー
が
好
き
で
す
。

祭
　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
多
く
の
祭
り
を
祝
う

た
め
、
多
す
ぎ
る
ほ
ど
の
祝
日
が
あ
り
ま

す
。
民
族
の
お
祝
い
や
宗
教
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
最
近
、
イ
ー
ド
・
ム
バ
ラ
ク
：

断
食
月
終
了
（
一
般
的
に
ハ
リ
・
ラ
ヤ
：

偉
大
な
日
）
を
祝
い
ま
し
た
。
夏
期
で
最

も
重
要
な
祭
り
で
、
多
く
の
人
が
帰
省
す

る
た
め
交
通
は
ひ
ど
く
混
雑
し
ま
す
。
中

国
人
が
多
い
の
で
旧
正
月
も
お
祝
い
し
ま

す
。
イ
ン
ド
系
最
大
の
祭
り
は
デ
ィ
ワ
リ

と
言
い
、
「
光
の
祭
り
」
で
光
が
闇
に
勝

利
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
タ
ミ
ー
ル

暦
に
よ
り
10
月
か
11
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
お
祭
り
は
タ
イ
プ
サ
ム

と
よ
ば
れ
、
ヒ
ン
ズ
ー
の
神
ム
ル
ガ
ン
へ

の
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
１
月
中
旬
か

ら
２
月
初
旬
に
あ
り
、
信
者
は
カ
バ
デ
ィ

と
い
う
重
荷
を
身
に
付
け
て
聖
地
詣
で
を

行
い
ま
す
。
簡
単
な
も
の
は
木
製
の
半

球
形
の
も
の
で
肩
に
載
せ
て
運
び
ま
す
。

小
さ
な
や
り
を
舌

や
頬
に
刺
し
通
し

て
い
く
人
も
い
ま

す
。
刺
す
こ
と
で

常
に
ム
ル
ガ
ン
神

を
思
い
お
こ
し
、

ま
た
口
を
利
く
こ

と
を
避
け
、
忍
耐

力
を
与
え
ま
す
。

日
本
滞
在

　

日
本
は
大
好
き
な
国
で
す
。

　

日
本
語
が
上
手
で
は
な
く
て
も
東
京
で

の
生
活
は
す
ぐ
れ
た
鉄
道
や
コ
ン
ビ
ニ
店

な
ど
の
お
か
げ
で
と
て
も
便
利
で
す
。
日

本
で
も
っ
と
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
礼
儀

正
し
く
、
お
互
い
や
自
然
を
尊
重
す
る
日

本
人
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
日
本
に
い
て

体
験
を
増
や
し
た
い
で
す
。

外
国
人
留
学
生
の

お
国
紹
介
⑻

東京大学大学院生
フォン　チー　フェイ
（マレーシア）

目黒区内中学生の作品    　　 国民は　税の使い道　期待する 　　
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目黒区内中学生の作品    　　 正しく知ろう　税の大切さ　税のありがたさ 　　

       セミナー・講演会・イベント・相談会参加申込書（コピーしてお使いください）

参加行事名 開催月日 参加者ご芳名 ご役職名・その他

お申込会社名 : TEL FAX

お申込会社住所 : E-mail:

※上記以外にも、各種講演会・セミナー・勉強会などを企画・開催しておりますのでお問合せください
※セミナー・講演会・イベント等の参加、経営、税務、労務等の相談などのお問合せ、お申込みは公益社団法人目黒法人会事務局宛お

願いします。  ＦＡＸ：３７１２−８８２９  TEL：３７１２−９５８８  E メールアドレス：mg_info@tohoren.or.jp
（他会会員の方、会員以外に一般の方のご参加をお待ちしています）

すぐに使える楽しい
手話体験講座２回目

11 月 10 日㈪
18 時 00 分～ 下目黒住区センター ・成人式などの式典やスポーツ関連の通訳など、目黒区

手話通訳養成講座の講師の斉藤朝美氏が担当

利益アップに繋がる
販売促進の７原則！！

11 月 11 日㈫
13 時 30 分～

目黒法人会館
２階会議室

・好景気の時と不景気の時の販売戦略は全く異なる！
・売上至上主義と利益市場主義の違いと何をそれぞれが

もたらすのか？
・商品別損益計算、店舗別損益計算、部門別損益計算の

必要性！
・売上至上主義の弊害！
・利益至上主義のメリット！
・経営はすべて仕組みの組み合わせ！
・利益の出る仕組みの作り方！

納税表彰式 11 月 13 日㈭ 16 時～ 目黒区総合庁舎
大会議室

・納税表彰式終了後、納税表彰受賞者祝賀会開催
（目黒区総合庁舎食堂にて）

普通救命技術者
資格更新講習会

（平成 23 年度に普通救命
資格を取られた方対象）

11 月 14 日㈮ 18 時～ 目黒消防署
４階

人命を救うために所定のカリキュラムを受講するとＡＥ
Ｄ（自動体外式除細動器）の操作、心肺蘇生法などを含
めた「普通救命技術者資格」が更新取得できます。

平成 26 年分
年末調整等説明会

11 月 17 日㈪
13 時～ 16 時

（誰でも参加自由）

めぐろパーシモン
ホール

（大ホール）

・大岡山・柿の木坂・自由が丘・洗足・平町・鷹番
・中央町・中根・原町・東が丘・碑文谷・緑が丘
・南・目黒本町・八雲

平成 26 年分
年末調整等説明会

11 月 18 日㈫
13 時～ 16 時

（誰でも参加自由）

めぐろパーシモン
ホール

( 大ホール）

・青葉台・大橋・上目黒・駒場・五本木・下目黒
・中町・中目黒・東山・三田・目黒・祐天寺

平成 26 年分
年末調整等説明会

11 月 19 日㈬ 14 時～
（誰でも参加自由）

目黒区総合庁舎
大会議室

11 月 10 日、11 日の年末調整等説明会に参加できない
方は是非参加下さい

都税セミナー
（誰でも参加自由）

11 月 20 日㈭
13 時 30 分～

目黒法人会館
２階会議室

・ｅ‐LTAX の概要説明
・ｅ‐LTAX の利用方法について（事業税）
・省エネ促進税制について
・固定資産税（償却資産）の概要
・質疑応答

中小企業経営者
のための事業承継

対策セミナー

11 月 25 日㈫
13 時 30 分～

目黒法人会館
２階会議室

・事業承継の具体的な進め方
　知的財産の受け継ぎ方
　事業承継計画の立て方
・事業承継に対する支援施策

第８、９、１０支部
合同講演会

（誰でも参加自由）
11 月 27 日㈭ 18 時開演 ＳＮＢＣ日興証券

自由が丘支店
「ハンカチ王子時代の野球から得られた宝物」
講師：大西 克典 氏（三井住友海上火災㈱）

新年賀詞交歓会 1 月 22 日㈭ 18 時 目黒雅叙園 新年を迎えるにあたり、目黒税務連絡協議会主催による
「新年賀詞交歓会」
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公益社団法人 目黒法人会イベント情報
（どなたでも参加できます。お待ちしております。）

公益社団法人 目黒法人会では、各種セミナー・講演会・説明会を開催致しております。  毎週水曜日は「研修の日」とし、下記以外に
も随時開催しておりますので、公益社団法人 目黒法人会事務局（TEL：３７１２−９５８８）までお問合せください。
最新のイベント情報は、当会のホームページ（http://www.tohoren.or.jp/meguro/）をご覧ください。

目黒区内中学生の作品    　　 守ろうよ　自然や環境　税金で 　　

行     事 日      時 会       場 内                         容

人  事  労  務
相  談  室

（誰でも参加自由）

相談予約は
法人会事務局へ

 (TEL 3712-9588）

法人会館
もしくは申込会社

人事労務の諸問題を事業経営のなかでいかに解決するか
等相談コーナー
・人事・労務・賃金全般
・社会・労働保険全般
（厚生年金、健康保険、労働保険など）
・経営・金融など相談全般

インターネット
セミナー

ご不明の場合は
法人会事務局へ

（TEL 3712-9588）

ご使用の
パソコンから

　アクセス下さい

・目黒法人会のホームページから無料でセミナーがご覧
いただけます (http//www.tohoren.or.jp/meguro/）

・会員以外の方もセミナーが無料で受講できます

新設法人説明会
（誰でも参加自由）

10 月 21 日㈫ 13 時 30 分

目黒税務署
新設法人対象（会員不問）税知識、会社設立に伴う税務
手続きを親切に解説します
（ホームページの新設法人企業経営者の皆様に）を
ご覧下さい

12 月 8 日㈪ 13 時 30 分
  2 月 13 日㈮ 13 時 30 分
 4 月 16 日㈭ 13 時 30 分
 6 月 26 日㈮ 13 時 30 分

決算法人説明会
（誰でも参加自由）

10 月 17 日㈮ 14 時

目黒税務署 決算期を迎える法人対象 ( 会員不問）
主に決算・申告の実務、法人税、消費税、印紙税、源泉
所得税等を解説します。

11 月 14 日㈮ 14 時
12 月　9 日㈫ 14 時
　1 月 23 日㈮ 14 時
　2 月 19 日㈭ 14 時
　3 月 24 日㈫ 14 時 目黒区民センター
　4 月 24 日㈭ 14 時 目黒税務署

第４支部主催
医療講演会

（誰でも参加自由）
10 月 16 日㈭ 18 時～

中目黒住区
センター

２階会議室

「ピロリ菌って何？・・・」
　東京共済病院消化器内科部長　菅原 和彦 氏
「難聴について　高齢者の難聴を中心に」
　東京共済病院耳鼻咽喉科部長　遠藤 朝則 氏

源泉部会
実務研修会

　10 月 22 日㈬
14 時開演

目黒信用金庫
本部４Ｆ集会場 年末調整直前チェックポイント（誰でも参加自由）

普通救命技術者
資格講習会

10 月 24 日㈮
18 時～

目黒消防署
４階

救急処置法を楽しく知るとともに、大事な人命を救うた
めに所定のカリキュラムを受講するとＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の操作、心肺蘇生法などを含めた「普通救
命技術者資格」が取得できます。

目黒地域福祉のつどい
バザー出品

10 月 25 日㈯
10 時 30 分～ 16 時頃

中目黒ＧＴプラザ
周辺

自分には不要だが、他人には役立つもの（未使用の物ま
たは新品同様）の寄贈をお受けいたしております。

第 21 回
めぐろ童謡コンサート

（税金クイズ等）

10 月 26 日㈰
13 時開演

（誰でも参加自由）

めぐろパーシモン
ホール　大ホール

・NHK 第 16 代歌のお姉さん 神崎ゆう子氏
げっこはらこども園、区立原町小学校はらまちクラブ、
区立第 11 中学校吹奏楽部、
都立目黒高校 PTA コーラス、童謡クラブ萩の会
鳥取県わらび館
　松田 千絵 氏（うた）、

　　名和 美絵 氏（ピアノ伴奏）の皆さん出演

青年部会
税務研修会

10 月 27 日㈪
17 時開演

（誰でも参加自由）

目黒法人会館
２階会議室

・テーマ：ＰＢ（プライベートバンキング）はガラス張
り？？ ～自動的情報交換を巡る国際的な取組～

・講師：阿部 俊夫 目黒税務署副署長

税を考える週間
「税務講演会」

（誰でも参加自由）
11 月 4 日㈫ 18 時～ 目黒区総合庁舎

大会議室

・演題：「税の役割と税務署の仕事」
　　　　　～国税庁レポート２０１４～
・講師：中林 英夫 目黒税務署長
・講演会後　きき酒会を実施

公的融資相談会
（誰でも参加自由） 11 月 6 日㈬ 10 時～ 東京商工会議所

目黒支部
資金繰りに備えたい方、仕入資金、設備資金等の資金調
達をお考えの方へ

すぐに使える楽しい
手話体験講座１回目 11 月 6 日㈬ 18 時～ 下目黒住区センター ・成人式などの式典やスポーツ関連の通訳など、目黒区

手話通訳養成講座の講師の斉藤朝美氏が担当
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編
集
後
記

　
今
年
は
広
島
な
ど
の
自
然
災
害
が
続
き
、
地
震
だ
け
で
は
な
く
豪
雨
や
竜
巻
な
ど
に
も

備
え
る
、
防
災
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
10
月
号
の
表
紙
は
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
、
子
供
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
芋
ほ

り
遠
足
を
表
紙
に
選
び
、
皆
様
に
元
気
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

片
山
ひ
よ
し

　

夏
の
暑
さ
も
落
ち
着
き
、
す
ご
し
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

少
し
前
に
テ
レ
ビ
で
、
歴
史
上
の
人
物
に

平
成
の
料
理
人
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し

ま
い
専
属
料
理
人
と
し
て
腕
を
振
る
う
番
組

を
見
て
た
い
へ
ん
楽
し
い
物
語
だ
と
感
心
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
食
材
を
料
理
と
し
て
出

す
相
手
の
状
況
に
合
わ
せ
て
産
地
で
あ
っ
た

り
、
調
理
法
で
意
味
を
も
た
せ
食
べ
る
人
達

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ

う
い
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
時

に
心
に
残
っ
た
言
葉
「
お
も
て
な
し
」
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
食
「
和
食
」
は
２
０
１
３
年
12
月

に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
食
文
化
で
は
世
界
で
５
件
目
の

登
録
だ
そ
う
で
す
。

※
１
「
自
然
を
尊
ぶ
」
と
い
う
日
本
人
の
気
質

に
基
づ
い
た
「
食
」
に
関
す
る
「
習
わ
し
」
を

「
和
食
：
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
と
題

し
て
登
録
申
請
さ
れ
て
お
り
、
※
２ 

特
徴
と

し
て
以
下
４
点
あ
る
そ
う
で
す
。

①
多
様
で
新
鮮
な
食
材
と
そ
の
持
ち
味
の
尊
重

　
　

海
や
山
、
里
な
ど
自
然
が
広
が
っ
て
い

る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
食
材
が
あ
り
調
理
技

術
・
調
理
道
具
が
発
達
し
て
い
る
。

②
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
健
康
的
な
食
生
活

　
　
日
本
の
食
事
ス
タ
イ
ル
は
一
汁
三
菜
を
基

本
と
し
、
理
想
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
言
わ

れ
て
い
る
。

③
自
然
の
美
し
さ
や
季
節
の
移
ろ
い
の
表
現

　
　
季
節
の
花
や
葉
な
ど
で
料
理
を
飾
り
つ
け

た
り
、
季
節
に
合
っ
た
調
度
品
や
器
を
利
用

し
て
季
節
感
も
楽
し
ん
で
い
る
。

④
正
月
な
ど
年
中
行
事
と
の
密
接
な
関
わ
り

　
　
日
本
の
食
文
化
は
年
中
行
事
と
密
接
に
関

わ
っ
て
き
た
。恵
み
の「
食
」を
分
け
合
い
、

食
の
時
間
を
共
に
す
る
こ
と
で
家
族
や
地
域

の
絆
を
深
め
て
き
た
。

※
１　
農
林
水
産
省　
Ｈ
Ｐ
よ
り

※
２
「
和
食
」
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

　
秋
の
夜
長
を
「
秋
刀
魚
」
「
栗
」
「
松
茸
」

「
柿
」
「
新
米
」
な
ど
食
材
の
豊
富
な
こ
の
時

期
に
、
お
酒
と
つ
ま
み
を
楽
し
み
な
が
ら
歴
史

の
本
を
ゆ
っ
く
り
読
み
な
お
し
て
み
た
り
、
家

族
や
友
と
の
会
話
を
、
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
さ

ら
に
楽
し
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。羽

柴
康
行

切り取って、決算シールとしてお貼りください。

公益社団法人
目黒法人会会員

公益社団法人
目黒法人会会員

実
り
の
秋

目黒区内中学生の作品    　　 納税で　明日への一歩　希望の芽 　　

お問合せ・申込は公益社団法人目黒法人会事務局へ
Tel:3712-9588  Fax:3712-8829  E-mail: mg_fujie@tohoren.or.jp

これからの予定
皆様のご参加をお待ちしております

「目黒地域福祉のつどい」へのお誘い
　目黒区社会福祉協議会主催による「目黒地域福祉のつどい」は、区民の皆様に地域福祉に関心を持っていた
だくため、ボランティアグループ・障害者施設・団体・企業等が協働して、模擬店や自主作品の展示販売・舞
台披露・模擬店・バザー・体験コーナー等のイベントを行うもので、中目黒ＧＴプラザに於いて開催されます。
目黒法人会は女性部会が中心となりバザーを行ない、売り上げは社会福祉活動に使われます。
　バザー当日は会場において思わぬ掘り出し物を見つけたり、また楽しい企画も行われておりますので、是
非、お誘いあわせのうえ会場まで足をお運びください。
　模擬店（焼そば・おこわ等）、ステージ（演奏）イベント（ビンゴ大会、抽選会、じゃんけん大会）、福祉
体験コーナー

　日　　時：平成 26 年 10 月 25 日（土）　午前 10 時 30 分～午後 3 時 30 分頃まで
　会　　場：中目黒 GT　目黒区上目黒２－１－３

第 21 回めぐろ童謡コンサート
日　　時：平成 26 年 10 月 26 日（日）　午後 1 時開演
会　　場：めぐろパーシモンホール大ホール　目黒区八雲１ー１ー 1
出　　演：ＮＨＫ第 16 代おかあさんといっしょ歌のお姉さん　神崎ゆう子
　　　　　鳥取県・わらべ館　松田千絵、名和美絵（ピアニスト）
　　　　　区民出演団体
　　　　　　げっこうはらこども園、区立原町小学校はらまちクラブ、区立第 11 中学校吹奏楽部、
　　　　　　都立目黒高校ＰＴＡコーラス、童謡クラブ萩の会
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